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1.86Ss による建屋応答解析を実施

（取水ピットポンプ室は 2.0Ss）

評価対象設備

①起因事象に関連する設備（裕度 2.5Ss 以下）

②「外部電源喪失」の収束シナリオ（成功パス）に関連する設備（裕度

2.5Ss 以下）

応答倍率法による簡易手法※あるいは 1.86Ss 詳細評価

Yes

No

総合評価報告（地震）

・クリフエッジ地震動 1.86Ss 

① 影響の有無の確認

（影響のある可能性

がある設備の抽出）

② 影響の可能性がある

設備 裕度評価

※ 裕度＝Ss による裕度÷

Ss に対する裕度≧1.86

イベントツリーの各成功パスへの影響の確認

評価終了

Yes

No

影響評価に関する検討フロー

裕度評価をもとに、あらたにクリ

フエッジへの影響検討

設備の裕度評価

③ クリフエッジ再評価

要否の判定

④ クリフエッジ再評価

図５－２ 建屋応答の非線形性が設備の評価に与える影響の検討フロー

図表－6
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表５－１ 各起因事象の対象設備および裕度一覧
（地震：炉心燃料損傷：１号機）

起因事象 設 備 裕度(×Ｓｓ)

主給水喪失 工学的判断※ 1.0未満

外部電源喪失 工学的判断※ 1.0未満

炉心損傷直結 原子炉建屋、原子炉補助建屋 2

小破断ＬＯＣＡ 原子炉容器（空気抜管台） 2.06

補機冷却水の喪失 原子炉補機冷却海水ポンプ 2.08

中破断ＬＯＣＡ ＳＩＳ高圧低温側注入配管他 2.11

２次冷却系の破断 補助給水系配管 2.11

格納容器バイパス 蒸気発生器（内部構造物） 2.13

大破断ＬＯＣＡ １次冷却材管（加圧器サージ管台） 2.14

※：Ｓｓ以上の場合、主給水ポンプ、碍子等の設備が損傷に至ると想定する。

表５－１ 各起因事象の対象設備および裕度一覧
（地震：炉心燃料損傷：２号機）

起因事象 設 備 裕度(×Ｓｓ)

主給水喪失 工学的判断※ 1.0未満

外部電源喪失 工学的判断※ 1.0未満

炉心損傷直結 原子炉建屋、原子炉補助建屋 2

小破断ＬＯＣＡ 原子炉容器（空気抜管台） 2.06

大破断ＬＯＣＡ １次冷却材管（加圧器サージ管台） 2.07

補機冷却水の喪失 原子炉補機冷却海水ポンプ 2.08

中破断ＬＯＣＡ 高圧注入系配管（Ｃ／Ｌ側）他 2.11

２次冷却系の破断 補助給水系配管 2.11

格納容器バイパス 蒸気発生器（内部構造物） 2.13

※：Ｓｓ以上の場合、主給水ポンプ、碍子等の設備が損傷に至ると想定する。
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表５－２ 各収束シナリオの評価結果
（地震：炉心燃料損傷：１・２号機共通)

起因事象 収束シナリオ 耐震裕度 地震による機能喪失（箇所）

外部電源喪失

成功パス① 1.86Ss
非常用所内電源からの給電等
（パワーセンタ機能損傷）

成功パス② 1.86Ss
非常用所内電源からの給電等
（パワーセンタ機能損傷）

成功パス③ 1.86Ss

補助給水による蒸気発生器への給水
（タービン動（仮設ポンプによる補助
給水タンクへの給水を含む））等

（パワーセンタ機能損傷）
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表５－３ 各起因事象の対象設備および裕度一覧
（地震：SFPの燃料損傷）（１・２号機共通）

起因事象 設 備 裕度(×Ｓｓ)

外部電源喪失 工学的判断※ 1.0未満

ＳＦＰ冷却機能喪失 工学的判断※ 1.0未満

ＳＦＰ損傷 ＳＦＰ 2

補機冷却水の喪失 原子炉補機冷却海水ポンプ 2.08 

※：Ｓｓ以上の場合、主給水ポンプ、碍子等の設備が損傷に至ると想定する。

表５－４ 各収束シナリオの評価結果
（地震：SFPの燃料損傷）（１・２号機共通）

起因事象 収束シナリオ 耐震裕度 地震による機能喪失（箇所）起因事象 収束シナリオ 耐震裕度 地震による機能喪失（箇所）

外部電源喪失

成功パス① 1.86Ss
非常用所内電源からの給電等
（パワーセンタ機能損傷）

成功パス③ 2Ss SFP損傷

図表－14
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表６－１ 各起因事象の発生に係る設備の許容津波高さ
（津波：炉心燃料損傷 １・２号機共通）

起因事象
対象設備
（代表機器）

設置場所
（屋内／屋外）

許容津波高さ
（m）

外部電源喪失 起動変圧器 屋外 T.P.10.0m

補機冷却水の
喪失

原子炉補機冷却
海水ポンプ

屋内 T.P.10.3m

主給水喪失 復水ポンプ 屋内 T.P.10.3m

過渡事象 循環水ポンプ 屋内 T.P.10.3m

表６－２ 各収束シナリオの評価結果
（津波：炉心燃料損傷 １・２号機共通）

起因事象 収束シナリオ 津波影響高さ 津波による機能喪失箇所

外部電源喪失等 成功パス① T.P.15.0m
補助給水による蒸気発生機への給水等
（タービン動補助給水ポンプ等の浸水）
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表６－３ 各起因事象の発生に係る設備の許容津波高さ
（津波：炉心燃料損傷 １・２号機共通）

表６－４ 各収束シナリオの評価結果
（津波：ＳＦＰの燃料損傷 １・２号機共通）

起因事象
対象設備
（代表機器）

設置場所
（屋内／屋

外）

許容津波高さ
（m）

外部電源喪失 起動変圧器 屋外 T.P.10.0m

補機冷却水の喪失
原子炉補機冷却
海水ポンプ

屋内 T.P.10.3m

ＳＦＰ冷却機能喪失
使用済燃料ピッ

トポンプ
屋内 T.P.15.0m

起因事象 収束シナリオ 津波影響高さ 津波による機能喪失箇所

外部電源喪失等 成功パス① T.P.31.0m
仮設ポンプによる注水

（仮設ポンプ、ホース等の浸水）
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表７－１ 地震と津波の重畳に関するクリフエッジ評価結果
（重畳：炉心燃料損傷 １・２号機共通）

表７－２ 地震と津波の重畳に関するクリフエッジ評価結果表７ ２ 地震と津波の重畳に関するクリフエッジ評価結果
（重畳：ＳＦＰの燃料損傷 １・２号機共通）
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策
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